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データセンタの最新動向をフォーカス

は じ め に

前編では，最近注目が高まってい

るデータセンタについて，市場の概

況と変化，それがもたらす電力需給

のひっ迫，経済安全保障上の課題と

解決の方向性，今後の動向について

報告しました．今後の動向として

もっとも重要なのはAI（人工知能）

需要への対応です．AIの社会的な役

割が増し，AIへの需要が増えるにつ

れて，データセンタへの需要も増加

します．また，データセンタがAI

に対応するには，学習や推論などの

目的に応じたものでなくてはならず，

冷却の方法，立地や構造も，従来の

データセンタとは異なるものが求め

られます．

増えるAI需要にこたえるには，

単体のデータセンタの能力を向上さ

せるだけでは十分ではありません．

学習や推論のデータがあるべき場所

にあって，求められる時間内に，求

められる「答え」を出す必要があり

ます．クリティカルな業務には，信

頼性の高さも重要です．また，状況

に応じて変わる要件へ動的に対応で

きる柔軟性や，自律化，自動化も必

要になります．今回は，そのような

AI能力を備えるAIのためのデータ

センタに関する動向を報告します．

AIデータセンタ

■AIデータセンタに求められるもの

最近，世界各国や日本で「AIデー

タセンタ」新設に関するニュースが

相次いでいます．では，AIデータセ

ンタは従来のデータセンタと何が異

なるのでしょうか．

従来のデータセンタは，クラウド

サービスや業務アプリケーション，

データベースなどCPU中心の汎用

的な処理を想定してつくられていま

す．一方，AIデータセンタはGPU

（Graphics Processing Unit），

TPU（Tensor Processing Unit）

といったアクセラレータを大量に用

い，AI の 学 習（training） や 推 論

（inference）に最適化されています．

このように，用途と使われる機器

が異なることから，AIデータセンタ

においては，消費電力が大きく，エ

ネルギー源，建物の構造，冷却方式

も従来と異なることが多くなってい

ます．このことは，立地，ネットワー

クの違いにもつながっています．

（1）　消費電力

AI関連のワークロードの電力需要

は，AI関連以外のものよりも急速に

成長するとみられています（図 1 ）．

2030年のAI向け電力需要は2025年

の約3.5倍と，非AI向けの約1.7倍に

比べて大幅に増加する見込みです．

ラック単位でみても，AIにおける

学習のワークロードは，数年以内に

ラック当り 1  MWにも達するとい
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われています．これにより，データ

センタ当りの電力消費量も増加しま

すので，これに対応した電力調達が

必要になります．従来からデータセ

ンタへの送配電は大きな課題となっ

ていますが，データセンタの電力需

要がさらに増すことで，この問題が

さらに大きくなっています．系統整

備のために数年以上の工期を要する

こともあり，これがデータセンタプ

ロジェクトの遅延につながっていま

す．また，系統整備にかかる費用負

担も課題となっています．データセ

ンタへの電力供給に必要な新たな電

力インフラの費用が，消費者に転嫁

される場合があることも指摘されて

います．

さらに，系統が整備できたとして

も，AIデータセンタは従来のデータ

センタと比べて，電力需要の変動が

激しいことも新たな課題となってい

ます．送電網への接続に時間を要す

ることから，敷地内で天然ガス発電

などオンサイト発電のプロジェクト

が進んでいますが，電力需要の変動

に対応するためには，蓄電池も不可

欠な技術となりつつあります．　

（2）　エネルギー源

AIデータセンタにおいては，必要

な電力を調達できればよいだけでは

なく，エネルギー源についても考慮

する必要があり，再生可能エネル

ギーへの需要が増加しています．国

際エネルギー機関（IEA）の報告に

よれば，2025年に締結された再生

可能エネルギー電力購入契約（PPA）

の中で，テクノロジ業界によるもの

（多くはデータセンタ関連と思われ

ます）が約40％を占めたとされてい

ます（1）．近年，データセンタでは，

再生可能エネルギー源を含むPPAの

採用がますます進んでおり，年ごと

の増減はあるものの増加傾向にあり

ます．国・地域別の割合をみると，

米国一国で，欧州全体を上回る量の

契約が行われています（図 2）．

再生可能エネルギーPPA全体で

みた電力の用途としても，データセ

ンタの占める割合が高まっています．

各地域での再生可能エネルギーPPA

におけるデータセンタのシェア（2021

年から2025年）をみると，米国の

約65％はデータセンタ向けでした

（図 3）．このほか，前編でも述べた

ように，原子力や地熱発電活用に向

けた取り組みも進められています（2）．

（3）　建物の構造

AIデータセンタでは，建物の構造

も従来のデータセンタとは異なりま

す．大きな要因の 1 つは床荷重です．

図1 AI関連と非AI関連ワークロード向け電力需要
（GW，2025年-2030年）

出典： Statista

2030年のAI向け電力需要は2025年の約3.5倍（非AI向けは約1.7倍）

図 1 　AI 関連と非 AI 関連ワークロード向け電力需要（GW：ギガワット）の見通し（2025～2030年）

出典： Statista
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従来型のサーバーラックが500～

700 kgであったのに対し，フル実

装の GPU ラックは，1000～1,500 

kg，場合によってはそれ以上に達す

るともいわれています．この重量を

多層階で支えるとコストが割高にな

ることから，階数が少ない構造が選

ばれやすくなっています．例えば，

Microsoftの最新鋭のAIデータセン

タである「Fairwater」は 2 階建て

ですが，それでも実現は簡単ではな

かったとみられています．

それから，床荷重の増大により，

従来のデータセンタで多く使われて

いたフリーアクセスフロア（二重床）

が見直され，直置きを採用する動き

も出てきています．安価で，より大

きな床荷重に対応でき，機器の固定

も容易であること，耐震性に優れる

ことなどが評価されています．

（4）　冷却方式

冷却も課題です．データセンタで

は，機器から熱を発生しますが，機

器の動作環境を維持するために（熱

による機器の誤動作等を防ぐため

に），温度を一定範囲に保つ必要が

あります．このため，従来のデータ

センタでは，アイルコンテインメン

ト（排熱の熱気と空調の冷気を分離

して空調効率を高める仕組み）など

を活用しつつ，空冷（空調）で冷却

されていました．しかし，GPUな

どの発熱には空冷では対応できなく

なりつつあります．

これに対応するのが液冷です．水

の体積当り熱容量は空気の約3300

倍となります．液体を用いることで，

高性能で発熱も多くなりがちな

GPUサーバなどを効率的に冷却す

ることができるのです．なお，実際

には水ではなく特殊な液体が使われ

ることもあります（表）． 

液冷の方式はいくつかありますが，

代表的なものを 2 つ挙げます． 1 つ

は直接液体冷却方式（DLC：Direct 

Liquid Cooling）です．冷却水を

チューブでサーバ内部に引き入れ，

GPUなどに取り付けた「コールド

プレート」に流し込んで冷却します．

Statistaのデータによれば，DLCの

需要は急増しており，市場規模をみ

ると，2029年には2024年の 5 倍以

上となるとの予測もあります．

もう 1 つは，液浸冷却です．これ

はサーバを，熱を吸収するための液

体に浸漬して冷却します（図 4）．

もちろんこの場合，冷却には電気を

図 3 　再生可能エネルギー契約に占めるデータセンターのシェア（地域別）

図3 再生可能エネルギー契約に占めるデータセンターのシェア（地域別）

出典：Key Questions on Energy and AI (IEA, 2026)出典：Key Questions on Energy and AI (IEA, 2026)

図2 データセンタ向け再生可能エネルギー契約

出典：Key Questions on Energy and AI (IEA, 2026)図 2 　データセンタ向け再生可能エネルギー契約

出典：Key Questions on Energy and AI (IEA, 2026)
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通さない液体が使われます．液浸は，

冷却効率が極めて高くなるのが最大

の利点で，DLCよりも高効率です．

また，サーバにファンを設置する必

要がなくなることから，同じ設置面

積により多くの計算資源を収容する

ことができます．一方で，すべての

部品が液体に耐えなくてはならず，

専用の機器が必要になること（例え

ば，光ファイバコネクタは浸漬でき

ないため，機器の構造を変える必要

がある）などの課題もあります．

また，DLCにしても液浸にしても，

液体が漏洩した場合には大きな障害

につながります．導入には高額の初

期投資を要しますし，保守も空冷に

比べより複雑になります．液冷技術

自体は長年にわたり研究，提案され

ていますが，これらの問題から普及

が進んでいませんでした．しかし，

AIデータセンタで排熱の問題が大き

くなるにつれて注目が集まり，最近

導入が進んでいます．

■AIデータセンタの新設動向

AIデータセンタの立地（サイト選

定）も変わりつつあります．AIデー

タセンタでは，上記の課題を踏まえ，

立地の決定要因が，「利用者への近

さ」から「電力・冷却・土地の確保

しやすさ」へと大きくシフトしてい

ます．

具体的には，電力と通信の効果的

な連携をめざす日本の「ワット・ビッ

ト連携」について前編で紹介しまし

たが，国内では，ソフトバンクが北

海道苫小牧市で，2026年度中の開

業をめざして「北海道苫小牧AIデー

タセンタ」の建設を進めています（3）．

NTT東日本グループのNTT-MEも，

北海道石狩市でコンテナ型AIデー

タ セ ン タ「JPDC AI Container 

Village＠石狩」のプロジェクトを

表　空冷と液冷の違い

空冷 液冷
冷却効率 低 高（液浸はDLCよりさらに高い）
電力効率（PUE） 高 低
初期コスト 比較的低い 高額になりがち
設置，改修，保守 標準的であり比較的容易 専用設備となり難度高
騒音 ファンがあるため大きい ファンがなく低音

出典：筆者作成

図4 液浸冷却（イメージ）

出典：METI Journal 2025/5/12 https://journal.meti.go.jp/policy/202505/39339/

冷却用の液体（オイル）の中にサーバが浸されている．高熱を発するサーバを効率的に冷却
することができる．

図 4 　液浸冷却（イメージ）
出典：METI Journal 2025/ 5 /12 https://journal.meti.go.jp/policy/202505/39339/ 
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開始しており，最短で 2027 年 4  

月の稼働開始を計画しています（4）．

（1）　米国の動き

海外でも同様で，一例として米国

をみてみると，AIインフラを提供す

るCrusoeは，2024年 6 月に米テキ

サス州アビリーンでStargateキャ

ンパス建設を開始し，最初の200 

MWを2025年 9 月に稼働開始しま

した．これは，風力，太陽光を含む，

低コスト，未使用の電力の活用を想

定して選定されたとされています．

ただし，系統電力への接続に 5 年程

度を要するため，オンサイトでの天

然ガス発電を併用します．その後の

増設計画では混乱もみられたものの，

大都市，データセンタ集積地ではな

かった場所で，安価で広大な土地と

安価な電力を確保する方向です（5）．

このほかにも，立地選定にあたり電

力や土地の確保しやすさを重視した

とみられるAIデータセンタが複数

開設されています．例えば，Meta

がルイジアナ州リッチランド郡で開

設した「Hyperion」や xAI がテネ

シ ー 州 メ ン フ ィ ス に 開 設 し た

「Colossus」，AI特化型プロバイダ

であるCoreWeaveのノースダコタ

州，ワイオミング州などがあります．

（2）　大手クラウド事業者の動向

「ハイパースケーラー」とも呼ば

れる大手クラウド事業者は，従来の

クラウドサービスに加えてAIサー

ビスを強化しており，このための大

規模データセンタを拡充しています．

AWSは，米インディアナ州ニュー

カーライル近郊で巨大なデータセン

タキャンパスを構築しており，これ

を中心として，「Project Rainier」

と呼ばれる「マルチロケーション型

スーパーコンピュータ」により，

（Amazon の 出 資 先 で も あ る ）

Anthropic の Claude モ デ ル の ト

レーニングをより効率的に実行でき

るようにしています．また，これと

は別にOpenAI向けにも別のキャパ

シティを提供していますし，AWS

自身のAIサービスも自社顧客向け

に提供しています（6）．

Microsoft は，2025 年 9 月， 米

ウィスコンシン州マウント・プレザ

ントにAIデータセンタ「Fairwater」

を新設したと発表しました．これ

は OpenAI と Microsoft  AI 

Superintelligence Teamが高度な

GPUを使うために設計されていま

す．また，Fairwaterは単一で巨大

なAIスーパーコンピュータとして

動作するよう構築されており，フラッ

トなネットワーキングで数十万個の

最新NVIDIA GPUを接続するとし

ています．第 2 のFairwaterサイト

がアトランタに設置されているほか，

米 国 の 複 数 拠 点 で 同 一 仕 様 の

Fairwaterサイトを建設中です（7）,（8）．

Ｇoogleは，「AI Hypercomputer」

として，「AI/MLのワークロードを

サポートするために最適化された

スーパーコンピューティングシス

テ ム 」 を 提 供 し て い ま す．

「campus-as-a-computer」として，

キャンパス全体を 1 台のコンピュー

タとみなすとの考え方を提示し，「ト

レーニングの需要は，もはや単一の

データセンタの電力やスペースの限

界を超え，統合されたマルチデータ

センタ・ドメインを必要としている」

として，複数サイトを束ねてコン

ピューティング能力を提供している

と 述 べ て い ま す． な お， 同 社 は

AWSやMicrosoftのように中心と

なるAIデータセンタがどれかを明

示せず，個々のデータセンタの情報

の み を 示 し て お り， ど れ が「AI 

Hypercomputer」向けかは開示し

て い ま せ ん（9）． ま た，Google も

AnthropicへのTPUキャパシティ

の提供契約を締結しています．

このように，大手クラウド事業者

は，構築や情報開示の考え方に差は

あるものの，AIインフラやサービス

を大規模に提供するため，AWSの

ニューカーライルのように従来のデー

タセンタ集積地（大都市近郊）から

離れた場所で大規模なAIデータセ

ンタを開設し，さらに，Microsoft

のマウント・プレザントとアトラン

タのように複数のデータセンタを連

携させることで，大規模なコンピュー

ティング需要にこたえています．

ネットワークが支えるAIデー
タセンタ

多くのユーザがいる大都市から離

れた場所で複数のデータセンタを連

携させてコンピューティングを行う

には，ユーザとのデータのやり取り，

データセンタ間連携でのデータのや

り取りのいずれにおいても，大容量，
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低遅延のネットワークが求められま

す．ユーザのリアルタイムの要求に

こたえる推論と比べると，学習では

一定の遅延が許容されるとの考え方

もありますが，大規模な同期学習で

は，遅延すると速い機器が遊休化し，

性能が落ちてしまいます．また，障

害の影響をシステム全体に波及させ

ないためには，ネットワークの信頼

性も重要です．

■AIを支える3つのネットワーク

AIを支えるネットワークは， 3

つに大別することができます．

まずはスケールアップが進むラッ

ク内です．複数のアクセラレータ

（GPU・TPU・専用ASIC等）を束ね，

1 つの巨大な単一アクセラレータと

して利用するため，大容量の帯域と，

サブマイクロ秒～ナノ秒級の超低遅

延が求められます．電力密度が高く，

冷却には空冷では足りず，液冷が必

須となることもあります．配線につ

いて，NVLink＋NVSwitchでは距

離が短いため銅配線が主流になって

いる一方で，TPUのスケールアップ

では光回路スイッチを用います．

ラック内の制約を超えてスケール

アップ・ネットワークを拡張する動

きもあります（10）．

次に，ラック間です．同一データ

センタ内で，多数のラックを相互接

続し，数千～数十万のアクセラレー

タのクラスタを構成します．スケー

ルアウト・ネットワークとも呼ばれ

ます．800 GがAIバックエンド網の

標準になりつつあるとみられていま

す が，2027年 ま で に は 大 半 が1.6 

Tbit/sに移行し，2030年までにはほ

とんどが3.2 Tbit/sになるとの予測

もあります．機器の遊休化を避ける

ため，高帯域とともに，予測可能な

遅延が重要です．ここでは，光ファ

イバの利用が中心とされます（11）～（13）．

次は，データセンタ間のネットワー

クです．大手クラウド事業者の動き

について述べてきたように，単一の

データセンタでは，学習などの需要

にこたえきれなくなっており，複数

の建物，地域にまたがって計算が行

わ れ て い ま す．Data Center 

Interconnect（DCI）と呼ばれ，こ

こでは，長距離の光ファイバが用い

られます．Google Cloudの公式ブ

ログ（2026年 5 月）によれば，AI

ネイティブなCloud Interconnect

は400 Gbit/sリンクを3.2 Tbit/s刻

みで拡張し，Pbit/s級の容量に達す

るとされています（14）．

■ネットワークの進化

3 つのネットワークそれぞれの分

野で技術革新が続いています．銅線

が使われている部分でも，速度や消

費電力の観点から光化が進むとみら

れており，光をチップやスイッチ

ASICの近くまで安価・低電力で持

ち込む「コパッケージド・オプティ

クス（CPO）」の開発も進んでいます．

DCI に つ い て は， 例 え ば， 米

LumenがAIデータセンタの相互接

続向けのサービスを強化しています．

同社は，2025年11月に米ダラスで

開催されたイベント「GNE （Global 

NaaS Events） 2025」 で，「Cloud 

2.0」をアピールしました．「ネット

ワーク帯域こそがAI学習コストを

決定する」として，GPUのアイド

ルコストを考えれば，帯域への投資

コストは取るに足らないと主張し，

高帯域・低レイテンシ（400 G～1.6 

Tbit/sが最低水準）や，新たな「AI

コリドー」への地理的拡張などがAI

経済のために必要と述べました．既

存の主要ハブでの密集化と，電力・

水・用地を求めた非伝統的立地への

分散化が同時に起こり，フラットな

WANから，エッジ・データセンタ

間相互接続・ハイパースケールバッ

クエンドファブリックへの三層分解

が進むとしています．そして，「顧

客がオンデマンドで頻繁に接続を変

更できる，柔軟なネットワークファ

ブリック」を提供することにより，

顧客企業がこれらのネットワークを

所有・運用・保守する必要は実質的

になくなると述べています．

また，NTTは2026年 4 月，グルー

プ各社とともに，AI需要の拡大に合

わせ，データセンタの拡張や液冷対

応の高度化を継続的に進めるととも

に，GPU等の計算・ネットワーク・

電力といったリソースを最適化し，

エッジまで含めたオペレーションを

実現する AI ネイティブインフラ

「AIOWN」を展開すると発表しま

した．データセンタの旺盛な需要に

こたえ，現状のIT電力容量約300 

MWから2033年度に向けて 3 倍超

の約 1  GWに拡張する計画で，多

くの企業が集まり，より低遅延性が

求められる都市型，AI学習のために

豊富な計算資源を持つ郊外型，低価
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格かつ再生可能エネルギーの活用が

活発な遠隔地型のそれぞれを戦略的

に展開するとしています．また，こ

れ に は NaaS（Network as a 

Service）への対応，複数の拠点の

GPUリソースを，あたかも同一の

環境のように統合的に，AI利用に合

わせて最適に利用できるリソースマ

ネジメント機能なども含まれていま

す． こ れ ま で に も，IOWN APN

（All-Photonics Network）のサー

ビスがありましたが，これをさらに

拡充するものです．分散配置された

データセンタや，サーバ間をつなぐ

低遅延ネットワークなどの需要にこ

たえるものといえるでしょう．

このような光ネットワークへの需

要増加は，光ファイバベンダ各社に

も 好 影 響 を も た ら し て い ま す．

CorningはLumenと2024年 8 月に

光ファイバの供給契約を締結し，契

約後 2 年間，Corningのグローバル

光ファイバ生産能力の10％がAI対

応データセンタ相互接続用に確保さ

れるとしました．また，2025年 5 月，

Corning は Broadcom と， デ ー タ

センタ内の処理能力を大幅に増加さ

せるCPOインフラに関する協業を

発表しました．日本企業でも，フジ

クラや古河電気工業など関連企業が

急成長しています．マルチコアファ

イバなど，長年技術開発が行われて

きた分野にも，改めて注目が集まっ

ています．

世界各地の動き

これまでは米国の状況を中心に述

べてきましたが，欧州やアジアでも

AIデータセンタの拡充に向けた活発

な動きがみられます．

■欧州

欧州では，都市部での新たなデー

タセンタ建設が難しくなっているこ

とを背景に，北欧など，冷涼で自然

エネルギーの活用がしやすい場所で

のデータセンタ活用が進められてい

ます．例えば，Microsoftは2025年

9 月，AI ハ イ パ ー ス ケ ー ラ ー の

Nscaleと産業投資会社Akerとの間

での契約で，ノルウェー北部（Narvik）

で計画される大規模AIインフラプ

ロジェクトからコンピューティング

能力を調達することを明らかにしま

した．Microsoftはこれにより「欧

州全域に持続可能なAIインフラを

提供する」としています．

■アジア

アジアをみますと，シンガポール

では，データセンタ建設に関し，一

時モラトリアムの状態となっていま

したが，現在は解除されており，シ

ンガポールと周辺地域（マレーシア

など周辺国を含む）での役割分担が

進んでいます．中国では，東部地域

のデータを西部地域に移転して計算

する「東数西算」プロジェクトによ

るデータセンタ配置の最適化が進ん

でいます．東部の大都市圏から離れ

た西部のデータセンタは，リアルタ

イムな計算や超低遅延を必ずしも必

要としないことから，エネルギー集

約型の計算を行っているとされます

（一方で，東部と西部のハブノード

間のネットワークレイテンシが20 

msの要件を満たしたとの発表もあ

り，低遅延に向けた取り組みは進め

られています）．いずれも，電力や

土地の確保のしやすさなどを優先し

た動きといえます．

まとめと今後の見通し

AIによる社会変革，社会課題の解

決への期待が高まる中で，AIに不可

欠であり，サービスをつくり出す「デ

ジタルの工場」であるデータセンタ

への期待も高まっています．一方で，

AIデータセンタによる大量の電力消

費など課題も顕在化しており，今後

は，AIの役割がより重要なものとな

る中で，AIを持続可能な方法で，よ

り安定的に活用するにはどうすれば

よいかに注目が集まるものと予測さ

れます．データセンタの立地に影響

する要因としては，データセンタの

目的（用途）に加えて，ネットワーク，

電力，用地，建設，人，規制，地域

との関係といったものが考えられま

す（図 5）．

それぞれの重要度は，目的・用途

や市場の状況によって異なります．

電力が大きな課題になっていますし，

ほかにもさまざまな課題があります

が，AIデータセンタの最適化に向け

た課題解決の重要な鍵の 1 つがネッ

トワークです．個々のアクセラレー
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タやサーバの機能改善だけでは需要

にこたえきれなくなっており，ネッ

トワークによるラック内，データセ

ンタ内の高速化と，分散されたデー

タセンタによる連携処理が不可欠と

なっています．また，課題解決だけ

ではなく，より積極的な取り組みも

あります．ネットワークを活用した

ワークロードシフトや，データセン

タの排熱をエネルギーとして活用す

ることなども提案されています．

データセンタはデジタル社会の黒

子的な存在でしたが，AI，クラウド

の普及と社会的重要性の高まりにつ

れて，その役割や課題への認識も高

まりました．社会になくてはならな

い存在として，これからもさらに注

目が集まるものと思われます．今後

のさらなる進化が期待されます．
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